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(57)【要約】
【課題】ウレタン内に真空断熱材を埋設した冷蔵庫にお
いては、発泡速度差によって断熱材中にボイドが発生す
ることが課題であった。
【解決手段】外箱１と内箱２の間に硬質ウレタンフォー
ム４を有し且つ中間に真空断熱材３を埋設する冷蔵庫に
おいて、真空断熱材３の後端と外箱１との間を塞ぐスペ
ーサ２４ａを配置する、または、真空断熱材３の後端と
内箱２との間を塞ぐスペーサ２４ｂ，２４ｃを配置する
、または、その双方のスペーサを配置する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷蔵庫を形成する外箱と内箱と、該外箱及び該内箱との間に配置された真空断熱材と、
前記外箱と前記真空断熱材との隙間及び前記内箱と前記真空断熱材との隙間に充填された
硬質ウレタンフォームと、を有する冷蔵庫において、
　前記真空断熱材の後端部と前記内箱との間、又は前記真空断熱材の後端部と前記外箱と
の間の少なくとも何れかにスペーサを配置したことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　請求項１において、前記スペーサはポリスチレンフォーム材又は硬質ウレタンフォーム
材であることを特徴とする冷蔵庫。
【請求項３】
　請求項１において、前記スペーサは前記硬質ウレタンフォームの原液の注入方向の流れ
を妨げないように該硬質ウレタンフォーム注入孔近傍に配置しないことを特徴とする冷蔵
庫。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術として特許文献１には、外箱表面温度が外気温度よりも高くなる面では真空断
熱材を外箱と内箱の中間で高質ウレタンフォーム内に埋設した構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１４３６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１記載の構成では、ウレタン原液が落下した近傍から、ウレタ
ンが発泡を始めるため、注入ノズル直下は発泡スピードが速く、注入ノズルから離れた位
置では発泡速度が遅くなる。また、真空断熱材と外箱との間に充填されるウレタンと、真
空断熱材と内箱との間に充填されるウレタンとでは、発泡速度が異なる場合があり、これ
によりボイドが生じる。
【０００５】
　そこで、上記課題に鑑みて本発明は、断熱材中にボイドが生じるのを防ぎ、断熱性能の
高い冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため本発明は、冷蔵庫を形成する外箱と内箱と、該外箱及び該内箱
との間に配置された真空断熱材と、前記外箱と前記真空断熱材との隙間及び前記内箱と前
記真空断熱材との隙間に充填された硬質ウレタンフォームと、を有する冷蔵庫において、
前記真空断熱材の後端部と前記内箱との間、又は前記真空断熱材の後端部と前記外箱との
間の少なくとも何れかにスペーサを配置したことを特徴とする。
【０００７】
　また、前記スペーサはポリスチレンフォーム材又は硬質ウレタンフォーム材であること
を特徴とする。
【０００８】
　また、前記スペーサは前記硬質ウレタンフォームの原液の注入方向の流れを妨げないよ
うに該硬質ウレタンフォーム注入孔近傍に配置しないことを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、断熱材中にボイドが生じるのを防ぎ、断熱性能の高い冷蔵庫を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態における冷蔵庫の正面断面図。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図。
【図３】本発明の実施形態における冷蔵庫水平断面におけるウレタン発泡図。
【図４】本発明の実施形態における冷蔵庫水平断面におけるウレタン発泡図。
【図５】本発明の実施形態における冷蔵庫水平断面におけるウレタン発泡図。
【図６】本発明の実施形態における冷蔵庫水平断面におけるウレタン発泡図。
【図７】本発明の実施形態における冷蔵庫水平断面におけるウレタン発泡図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（実施の形態）
　本発明の一実施形態における冷蔵庫を図１及び図２に示す。図１には冷蔵庫の正面断面
図を、図２には図１のＡ－Ａ断面を示す。
【００１２】
　図１及び図２において、２１は冷蔵庫本体である。２２は断熱箱体である。断熱箱体２
２は、ＡＢＳ等の合成樹脂からなる内箱２と、鉄板等の金属からなる外箱１とから形成さ
れる空間２３に、硬質ウレタンフォーム４と真空断熱材３が配設されている。断熱箱体２
２の製造にあたっては、真空断熱材３をあらかじめ外箱１又は内箱２に直接又は間接的に
固定したあと、硬質ウレタンフォーム４の原料を注入して一体発泡を行う。なお、ウレタ
ン原液は、注入孔３０に挿入した注入ノズル３１より注入される。
【００１３】
　更に、断熱箱体２２は各温度帯の部屋に区切られており、上から順に、冷蔵室１５，冷
凍室１２，野菜室１６を構成している。ここで、断熱箱体２２の側面における真空断熱材
３は、外箱側板１ａに接するように配設される。また、真空断熱材３は、冷却装置の一部
を構成する放熱用の高温冷媒配管（図示せず）を避けて、外箱側板１ａと内箱２の中間で
、硬質ウレタンフォーム４に埋設される。
【００１４】
　図１及び図２は、ウレタンの注入孔３０が、冷蔵庫本体２１の上方に２箇所、下方に２
箇所の計４箇所ある場合を示している。上方の注入ノズル３１は、冷蔵室１５の上方の背
面板１ｃに挿入し、下方のノズルは、冷凍室１２又は野菜室１６の背面板１ｃに挿入され
る。
【００１５】
　冷蔵室１５の側面に配置される真空断熱材３は、冷蔵室１５側の後端部３ａにポリスチ
レンフォームなどで形成する直方体形状のスペーサ２４ａを接着固定している。また、ス
ペーサ２４ａは外箱１の側面に接着固定している。
【００１６】
　更に、下方の注入孔３０近傍には、真空断熱材３の冷蔵室１５側の後端部３ａに、注入
ノズル３１から注入されるウレタン原液の注入落下を妨げないように、直方体形状のスペ
ーサ２４ｂ，２４ｃを分離して注入孔３０の周囲に配置している。また、スペーサ２４ｂ
，２４ｃは、内箱２と接着固定している。なお、内箱２との固着のために必要であれば、
内箱２と固着する側のスペーサ形状は、内箱２の形状に一部合わせる。
【００１７】
　冷蔵室内箱側に発生するボイドは、図３に示すように、外箱１と真空断熱材３との間に
直方体状のスペーサ２４を配置することで抑制できる。すなわち、ウレタン４ａの発泡充
填速度がウレタン４ｂの発泡充填速度より速い場合、ウレタン発泡流動の抵抗となり、速
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【００１８】
　また、ウレタン４ｂの発泡充填速度がウレタン４ａの発泡充填速度より速い場合、図５
で示すように、スペーサ２４は、ウレタン４ａの発泡充填速度を抑制し、ボイドの発生を
抑えることができる。
【００１９】
　次に、図４に示すように、内箱２と真空断熱材３との間に直方体形状のスペーサ２４を
配置する。これにより、ウレタン４ｂの発泡充填速度がウレタン４ａの発泡充填速度より
速い場合、ウレタン発泡流動の抵抗となり、速度差を補うことで、ボイドの発生を防いで
いる。
【００２０】
　また、ウレタン４ａの発泡充填速度がウレタン４ｂの発泡充填速度より速い場合、図６
で示すように、スペーサ２４は、ウレタン４ａの発泡充填速度を抑制し、ボイドの発生を
抑えることができる。
【００２１】
　スペーサ２４を真空断熱材３と外箱側板１ａで形成される空間に配置するか、真空断熱
材３と内箱２で形成される空間に配置するかについては、あらかじめ予測した発泡速度に
基づいて配置した方がよい。しかし、前述のように、予測と反対側空間のウレタン発泡充
填が速くなった場合においても、片側だけのスペーサ２４でボイド発生は抑制できる。
【００２２】
　また、注入ノズル３１直下の発泡充填速度が極端に速くなる場合には、図７のようにス
ペーサ２４を、空間の両側に配置することで、発泡充填速度をより抑える効果を得ること
ができる。
【００２３】
　以上より、本実施例は直方体形状のスペーサ２４を配設することで、ボイドの発生を防
ぐことができる。
【符号の説明】
【００２４】
１　外箱
１ａ　外箱側板
１ｃ　背面板
２　内箱
３　真空断熱材
３ａ　後端部
４　硬質ウレタンフォーム
１２　冷凍室
１５　冷蔵室
１６　野菜室
２１　冷蔵庫本体
２２　断熱箱体
２３　空間
２４ａ，２４ｃ，３４ｂ　スペーサ
３０　注入孔、
３１　注入ノズル
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